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揚網間隔 と漁獲量の 関係

　館 ［1「湾で は 小型定置網 を 3，6，12，24時間間隔で ，大

槌 構 で は 4，8，］2 時 間 間 隔 て 揚 綱 し，揚網 聞隔 と漁獲 量

の 関 係 を調 べ た 。こ こ で ，定着 網 に 入 網 し た 魚群 が逸 出

せ ず ，時 間 と と もに 網内に 蓄積 さ れ て い く とす れ は ，1

網 あ た り 漁 獲量 は 揚網時間に 比 例 し て 増 加 し，24 時 間

積 算 魚 獲量 は物 網間隔に か か わ らす 淀 に な る こ と力 期

待 さ れ る。前者て は 揚網間隔の 延長 に と も な い 1 網 あ

た り漁 獲量 メ増 加 した i」 ，字測値 は 期待値を 大厂に 下 1司

り　 また ，24 時間狛 目 幽穫量 は 有意｛、減 少 した 。 入 網

魚群の
・
部が 網外へ 逸出す

．
」 ，一と］J ・，入網 魚群 の 網 外

逸 山 を 1カ［トす る た b・），転網間隔 をi 楕す る 必 要 丿；あ るロ

　
ー
方，後者て 、」、24 時間積 珀 魚獲量 は 有忌 に 減 少 しな か

っ た 。入 網魚群乃 時間経過 と と も に 網 内 に 蓄積 され る こ

と 外 明 レ）か ｛こ な ．
、た 、、

揚網部位 と漁獲量の 関係

　食』山湾，大槌伺 ，石 川県金沢沖の 小型定 置網 B よ び神

奈 川 県平塚沖 a 大型定直網 で 操業実験 じ 行い ，払網 部 位

と漁獲昆の 関係 を 調べ た。館山湾 で は ， 運 動場 と箱 網 の

魚群分布割 合は 20 ： 80，人槌潟 百は，箱網 とキ ン コ の

サ 　の 分布割合は 31 ： 69，金 f尺沖 て は．第 ユa）F網 〜
・
第

2 絹網の マ イ ワ シ の 分 布割 合 は 10 ： 90，そ して 平塚 沖

で は，竿 1 箱 細 と第 2 秘 網 の 魚群 分 布 害「亅合 は 27 ：73 と

な っ た。各定 置 網 て は 昇網 K 漏 斗網 な ど，カ エ ノ 後 部 の

魚群密度が カ エ ン 前部 の 大 き く上 同 り，カ エ シ の 効 果 こ

よ っ て 漁具内部の 魚群
忠

度 が上 昇 す る こ と力 確 忍 され

た。し 丿
li し，通常 は揚 網 され な い 范動   や 第 1 箱 網 に

は，箱網や 第 2 箱網 て 魚獲 され な か った 魚 群 の 残 留 b
NNbL

）れ た。こ れ
1

の 残 留魚 群 は，時 間 終 過 と と もに 網

外へ 逸 出 す る 口亅
．
能 件 力 あ るた め ，物 網 部位 を扮大して 漁

獲の 帷 実
・1牛か 鬥 め る必 要力 め る。

ま とめ

　 走 直 網 に 入 網 し た 魚 群 を 無 駄 な く有 力に 漁 獲す る た め

に は，揚網 時刻 の 変 史や 揚 網 間 隔 の tth縮，揚 網部位の 拡

大 が 必 要 で あ る，、揚 網 方法 の 適正 化 r 図 る た め に は ，揚

網 作 業 の 大幅 よ 省 人省 力化 を 字現す る魚群制御扱術の 導

入 力 以塑 で あ o 。

　　例 と して，気泡掃 を用 い た 魚群訓御技術力 あ る。定

置網の 迪 動t”1 残 召す る魚群 f
’
気泡幕 （箱網 に 駆集 した

ナ 験 て は ，漁獲皇 が 通常 よ りも 6〜33％増加 した。L ・ 残

され た 課 題 は ，こ れ らの ノ ス テ ム を 陸 ヒか ら遠隔IM／

1す

o 技術 の 確立 て あ る、、

　 定 置 網 洵 業 の 生 嘩 「牛向 Ftを図 るた b に は．魚 群 び）対 網

行動 を重 俔 した 適 正 な湯 網 方 泣 の 宇 践 に よ り，漁 具 力 有

す る漁 獲 の Uit力 を最 大1卿 引 き 出す こ と 力 重要て あ る。

既 存 の 定 置 網 漁 法は ∫「群の 入 網 を 待 っ て 漁獲 を 行 っ 消極

的 な漁濯 と され て きた が ，揚網方法 の 適止 化 と魚群制御

技術の 4入 に 1．り，機動 性 の 付与 さ れ た 積 極 的 な漁 法 へ

745

の 転換 が可 能で あ る。
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　　　　 Sagami −Bay　Experimental　Station）

　定 置網 の 魚具 防 災 ノ’進め る上 で，現ち て は 台風や 急潮

に 際 して 漁 具 の ！ta　？一、ぜ 検
一
1す る  而 が み Lっ れ る 。その

時，漁 業者は，急潮 や時化の 前後 に は魚桝 〃 動 き，大画

力期待て きる と して ，網 の 撤去’
ご 躊路 す る こ ？一　f） あ る。

そ こ で ，定 置網 の 漁 獲量 が 台風や 急潮の 前後 に ど の よ う

に 変化 す る カ を 明 レ1 か に す る こ と に ．k り，漁業名 力漁 冖

防 災上 の 網抜 きを 行 う た b の 判断材料 と す る と「！時 に ，

定首網周辺 に お け る 台屈い 急潮前後で の 魚群 の 動 熊 を推

察 す る。

方法

調 査期間 ： 人急潮 が 見 b れ た 1996年 4月 1 日
tt

　1998

年 4）j30 日 まて の 2年間。

潮流観側 ： 凋査対象 と し；t 疋 置網 漁場群 中 の 中 間地 宀 に

あ る 小［
．
「「原巾仁L之 涌沖ifL岸 700　m ，水 深 70　m 海 域 の 水

而下 10m に 設 置 し た 電 磁 流 向流 速 討 （ACM8M ア レ ・
ソ

ク電 子製） で 測 定 （10 分 間 隔） した，1己衆 を 用 い た。

XLk
’1冂 服 ： 台 風 系急潮の 判 定 に は，「x 像 ．Ui 木 煮象 協

会） t 参 考 と した。

漁獲資料 ： 西湘 6 測 の 定 置網漁況 「1別 デー
タ を 用 い

た 。沸場 は 西 〆ノゾ 匚f鶴 （ ：段 箱 式 溶 網 60−40k ），岩

〔月
．
底i帝網 15k ），　米ffrl　（　

・
段 茅囗式 落 網 55　k），　イ」橋　〔

一・

段 箱武 落網 40k ），二 宮 〔両 中 層 網 12k ），大 磯 （金 箪

付
一

段 和 式 落 網 35−20k 〕 で あ る。

解 析 ノJU．｛ ： 1朮況 デ
ー

タ の う ＋ 1充速 0．8kt 以 」 に達 した

目σつ目「亅後 各 5 凵 間 cr） 凵ガ11総 漁 ！j隻量 ，　
1
サ ノミダ貝，　ア ジ 交貝 ，

イ ワ シ 頚，イ シ タ イ，カ ｛
t
ス 類，ス 　 ト，イ サ キ ，ホ ウ

ボ ウ の 各漁獲量 を検 1。
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結果及び考察

日平均漁獲量 と 急潮前後各 5 日 間 の 日平 均 漁獲量 の 比

較

　 日 ff一均漁獲量は 網構造 と規模に よ り決 定 され る よ うで

あ る。つ ま り網構造が 複雑で 設置水 深 が 最大 の 大型 定 置

網 で あ る 真鶴 （3574kg〕 で平均漁獲量 が 調 査 漁 場 中 最

大 と な り，以 ド，米 神 （2777kg ），石 橋 （1579　kg），

大 磯 〔1405kg ），二 宮 （984　kg 〕，そ して 漁 具 構 造 が他

定 置網 に 比 べ て 単純 な 構造 か つ 設 置水 深 も 2 番 目 に 浅

い ，岩 〔737kg ） の 順 で あ る。

　各漁場に お け る 日平均 そ して急潮前 平均 漁 獲量 を比 べ

る と，真鶴漁場 で は 後者 は 前者 よ り 36％，そ して 米 神

漁場 で は 73％そ れ ぞ れ 増加 す る も の の，他漁 場 で は 大

きな変化 は見 ら れない 。両 漁場 に設置 さ れ る定 置網 は超

人型 で あ り，設置位置 も沖 に張 り出 して い る こ とか ら，

急潮前に は 魚群 が 沖 を 通 る こ と，また 沖 へ 移 動 す る こ と

が急潮前 の 漁獲増 を 引 き起 こ す 重 要 な要 因 で あ る こ とが

推 察 され る。さ ら に 箱網の 規模が 大 き い の で ，流 速 増加

に と もな う吹 かれ に よ る 容積減少 が 少 な い た め と考 え ら

れ る。

　 H 平均 そ して 急潮後の 平均漁獲量 を比較す る と，岩漁

場 を除外す れ ば，す べ て の 漁場で 後者が 前者 よ り若「
二

増

加 して い る もの の ，そ の 差は 非常 に 小さい こ とか 啄 急

潮後の 大 漁は 明 確で は な い 。

漁場別の 急潮後に お け る 日平均総漁獲量の 比較

　 急 潮後に 漁獲が 増加 し た 回 数が 多い 漁場 ；岩，増 加 回

数 14 回 ，減 少 回 数 10 」i．rl；
tt
宮，増加 回 数 14 回，減少

回 数 8 岡 。　
・
方 ，急 潮 後 に 漁 獲 が 増 加 し た 回 数 が 多い

漁 場 ；真 鶴 ，増 加 II・1数 10 回 ， 減少 回数 141・ 1； 米神，

増 加 回 数 5 回 ，減 少 「lll数 10 回 ； 石 橋，増加 ）1，1数 11

剛 ，減少 回 数 12 回 ；大 磯，増 加 回 数 8 回 減少 1．E・・1数 10

同。急潮後 に漁 獲 が増 加 した liil数 が 多い 漁場 の 特徴 は両

側 に 漁 獲部 が あ る 両 中 層網 と，狭 い 漏斗先 を 袋網内部 に

持 つ 底層網 で あ る。こ れ ら は，ド流側 の 網成 りの 保持機

能 と袋網 に よる居残 り性 能 の 高 さ，犬井 網 が 有効 に 作用

した もの と考 え ら れ る。

魚種別漁獲量

　魚種別 に 急潮前後 で の 漁 獲 量 の 増減 を比 較す る 。 サ バ

類 は 岩，米神 で 急潮後に 1．2 倍以 上 に 増 加 す る 。 真 鶴で

は 前 2 者 とは 逆 で ，O．8 倍 以下 に 減少 す る、、ア ジ類は 米

神 ，石 橋 そ して ：宮で 急潮後 に 1．2 倍以 上 に 増加す る。

イシ ダイ は変 化 が極 め て少 な い
。 カマ ス 類 は 岩 ， 二 宮そ

して 大磯 で急潮後 に 1．2 倍 以上 に増 加 す る 。 ス ズ キ に は

顕著 な増減傾向は 見 ら れ な い。イサ キ は岩そ して 石 橋で

1．2 以 上 に 増加 して い る u ホ ウ ボ ウ に は 変化 は 見 られ な

い。

流速 と急潮前後の 漁獲量比較

　∴ 宮 お よび 岩 で は急 潮 時 に 漁 獲量 が 増加 す る 事例は 減

少 す る事例 よ り 多 い 。一
方，他 の 4 漁場 で は 急潮時 の

流速が 増加 す る の に つ れ て総 漁 獲 量 が 減少 す る專例 が 多

い 。前 2者 で は，当該漁具 が 天 井 網 を 指 す る 構造 で あ

る こ とか ら，急潮時 に おけ る漁 獲増加 は，変形 し に くい

網型 に 起 囚 す る も の と考 え られ る。つ ま り両 中層網 で は

流 れ の ド流側の 袋網 で は，運 動 場 敷 網 の 吹 か れ ［Eめ の 効

果 で 網型 が 保持 さ れ る こ とか ら，容 積減少 が抑制 さ れ，
両 者 と も に 網内の 魚群の 居 残 りを 保て た もの と推察 で き

る。

まとめ と今後の 課題

　定置網の 構造 Eの 差が 当該漁場 に お け る急潮前の 漁獲

量の 増減 を強 く制限す る もの の ，大 型 沖合 漁場 で の 漁獲

が 多い。台風急潮前後 の 大漁 は勢力の 弱 い 急潮 〔1．Okt

未満 ） で は 稀 に 見 られ る が ，大 急 潮 時 （1．Okt 以 上 ） で

は ほ とん ど 期待で きな い 。

　今後は，波浪強度，風 力特性 ，そ して季 節風 特性等 に

つ い て も 考慮 し て 検討す る 必 要 が あ る n

ソナ ー
に よる定置網内外の 魚群行動観察

　　　　　　　　　 井上 自祥

（独立行政法人水産総合研究 セン タ
ー

水産工学研究所）

　　　 Fish　Behavior　In　the　Fishing　Process

　　　　　　 of　Set−Net　Using　Sonar

　 　 　 　 　 　 　 YOSHIHIRO 　INOUE

〔National　Research　Institute　of　Fisheries　Enginecring，
　　　　　 F｛sheries 　Research　Agency ）

　定 置網 漁 の 漁 獲過程 は，漁場の 選定，漁場 の 利用 ，誘

導 お よ び 集約 と蓄 積 の 4 段 階 に 分 け ら れ る 。日本 の 場

合，漁場 の選定は ，既 に歴 史的に 確立 して い る の が 般

的 で あ る。こ こ で は，残 りの 漁 獲過程 段 階に お け る 魚群

行動 に つ い て，こ れ まで の ス キ ャ ン ニ ン グ ・
ソ ナ

ー一
調 査

で 観察 され た 成果 を中 心 に 紹 介 す る。

漁場の 利用

　定置網 を 張 りた て る場 合，漁場 の 海 岸地 形 や海底 地 形

を 利用 す る。来遊す る魚 群 は，定 置 網 白身 も環境の 一
部

と して 行動す る。海の 罠 と して の 定 置網 は，自然 の 擬態

で あ る 必 要 が あ るが，漁獲に つ な が らな け れば 意味 が な

い 。各地の 漁場に お け る魚群 の 行動事例 か ら入網 経 路 と

白然 環境を 見 る と，そ れ ら の 特徴 が わ か る。漁場 に 来遊

す る魚群 の 来遊 ・移動 経 路 と定 置 網 へ 入網す る経路 は必

ず し も同
一

で は な い 。定 置網 に よ り漁 獲 さ れ る魚群 は，

多数の 調査事例 が 小 す よ うに ，網 周辺 に 来 遊 した 魚群 の

ほ ん の
一
部 で ある。

漁 道

　魚群の 行動 は漁場 特性 ，特 に 陸 岸 ・海 底地 形 に 影 響 さ

れ る。定置 網 へ の 入 網過程 は 沖 合 か ら岸 へ 向 か っ て 移 動

す る 魚群が岸 ま で 達 して 岸 に 沿 って 移動 し垣 網 に 遭遇 ，
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